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唯
一
の
技
術
解
説
冊
子
、
１
６
０
ペ
ー
ジ
、

全
ペ
ー
ジ
カ
ラ
ー
で
写
真
が
豊
富
。 

産
業
界
で
、
技
術
士
の
資
格
が
あ
る
と
、
専
門
の
プ
ロ
と
い
う
証 

雑誌の印刷は白黒写真を元のカラーへ、追記もした。 

同窓会出版の解説冊子は、普通の本屋の店頭に並んでいない。そこで、皆に
冊子の内容の解説を、本誌で 2021 年 9 月から連載をし 20 回になった。
もう少し、連載を続ける予定。 
 



緩
速
ろ
過
の
浄
水
場
は
、
敷
地
の
大
部
分
は
ろ
過
池
だ
け
。 

維
持
管
理
が
楽
な
緩
速
ろ
過
は
、
解
説
す
る
必
要
が

な
い
と
考
え
て
い
る
の
か
な
。 

戦前の浄水場のほとんどが、緩速ろ過だった。戦後、新設された浄水場はアメリカ
の最新技術の薬品処理の急速ろ過がほとんどだ。高度な技術で素人では維持管理が
難しく、専門技術者が必要になった。最新技術は、次から次へと改良される。 

生
物
群
集
が
活
躍
し
な
い
と
、

お
い
し
い
水
が
で
き
な
い
。 

薬品処理の急速ろ過のろ過池の面積は確かに小
さい。でもろ過池以外の面積が大部分。急速ろ過
は凝集薬品沈殿処理と呼ぶのがフェアーかな。 



ろ過速度は２～３m/日だった。
水深は、３８ｃｍと浅かった。 
 

日
本
の
近
代
水
道
は
緩
速
ろ
過
処
理
が
主
流
の
国
の

英
国
人
の
指
導
に
よ
っ
た
。 

緩速ろ過（生物浄化法）の解説本は、この 2 冊しかなかった。この本を出版し、
20 年近く。新しい情報、知識が増え、技術解説冊子を、増補改訂した。 



 

戦前は、ほとんどが薬品を使わない緩速ろ過。ろ過速度は、
10 尺/日（3m/日）だった。生物が活躍していた。ろ過水
を塩素殺菌していなかった。 

地方に行くと、山からの湧水を取水し、塩素殺菌だけで
給水している無処理の水道が多い。 

人
口
が
多
い
大
都
会
は
急
速
ろ
過
な
の
で
、
浄
水
量
の
割
合
が
多
い
。 



 

給水人口 5,001 人以上の上水道統計でも、全国では、実
は、消毒のみの施設が一番多い。緩速ろ過の浄水場も多い。 

給
水
人
口
５
千
人
以
下
の
簡
易
水
道
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。 

水の流れが速くても、砂礫が動かないなら、水には粘性があり砂礫
の表面の流れは極端に遅い。また砂礫の影も流れはほとんど無い。
この場所では生物は流されないので、安心して活躍できる。 

給
水
人
口5

0
0

1

人
以
上
の
水
道
統
計
で
も
、
長
野
県
は
消
毒

の
み
が
水
道
が
多
い
。
緩
速
ろ
過
も
多
い
。 

生
物
が
安
心
し
て
活
躍
で
き
る
砂
礫
の

表
面
積
を
増
や
す
の
が
良
い
。 



 

砂礫の表面や陰では、動物が活躍している。 

ろ
過
抵
抗
は
、
水
面
差
で
表
す
。 

 

JICA 研修では、バケツモデルで水面差は
どのように生じるかを実感してもらった。 

水
面
差
は
、
流
速
に
比
例
す
る
。 

 



 

1988 年の国際学会の論文集で、日本では使われていない本当の
抵抗指標の標準化損失水頭という指標を初めて知った。 

日射が増えだすと、山で雨が降り、
河川水は濁る。 

水
温
が
低
い
と
、
抵
抗
が
増
え
る
。
水
の
粘
性
に
関
係
し
て
い
た
。 

上
田
市
の
ろ
過
池
水
面
は
、
厳
寒
期
に
は
凍
結
す
る
。 



 

砂
の
間
に
は
、
多
数
の
ユ
ス
リ
カ
幼
虫
が

活
躍
し
て
い
た
。 

日射量が多くなり、水温が高くなりだすと、生物が活発に活動しだす。
この期間は、ろ過池の抵抗は上がらなかった。 

生
物
は
砂
礫
の
表
面
に
付
着
し
て
増
え
る
。
藻
は
日
射
が
到
達
す
る

砂
礫
表
面
で
、
微
小
動
物
も
、
餌
が
く
る
砂
層
上
部
に
し
か
い
な
い
。 

 



 

濁
り
対
策
で
、
薬
品
を
使
わ
な
い

上
向
流
粗
ろ
過
が
開
発
さ
れ
た
。 

早
速
、
確
か
め
た
と
こ
ろ
、
生
物
群
集
の
活
躍

に
よ
る
濁
り
除
去
だ
っ
た
。 

河原で湧き出る清澄な湧水を人工
的につくるのが、緩速ろ過と解説。 



水質を測定するには、生物が利用できるかを、
考えるのが大切だ。 

浄化は、、細かな砂での篩いろ過でなく、生物群集の活躍による浄化だった。 

上
か
ら
下
へ
の
流
れ
で
、
砂
が
動
か
な
い
こ
と
が
大
切
で
、

砂
の
大
き
さ
は
、
そ
ん
な
に
重
要
で
な
か
っ
た 



 
長野県は無処理のスーパークリーンで、生でおいしい水道水が
供給されている地域が多い。ペットボトルは必要ない。 

1974年のハリス報告で、塩素添加で発癌物質が生成すると指摘され、世界

中で、塩素添加をためらった。薬品を使わない緩速ろ過の再認識されだした。 

急
速
ろ
過
の
水
と
緩
速
ろ
過
の
水
で
は
、
清
澄
さ
は
桁
違
い
。 


